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杉並区立郷土博物館 令和８年度 博物館実習について 

 

 本博物館での実習は、博物館法第５条に定められた博物館学芸員資格取得のための実習です。 

 本実習では、博物館資料の調査研究・収集保管・公開普及や博物館の管理運営などの実際を学び、

主催事業の準備作業や運営の補助業務、収蔵資料の整理などの実務を体験することによって、学芸員

として必要な博物館の業務を理解することを目的とします。 

 

１ 受入基準 

 (1) 杉並区在住・在学・在勤であること。 

 (2) 博物館実習以外の学芸員課程科目の単位を修得済、又は単位修得見込であること。 

 (3) 実習日に欠席することなく参加できること。 

 (4) 杉並区立郷土博物館が、地域の人文系博物館であることを承知し、当館の実習内容が、 

各々の館務実習で学びたい内容と一致していること。 

 

２ 実習期間 

7月 30日(木)～8月 6日(木)  ※8月 3日(月)は休館日で実習はありません 

計 7日間。原則として午前 9時～午後 5時。 

 

３ 実習内容（予定） 

7/30(木) 
午前 オリエンテーション、施設見学・杉並区の歴史（講） 

午後 常設展示室展示解説（講・実）、展示の企画（講） 

7/31(金) 
午前 教育普及事業（講）、展示の企画（講・実） 

午後 子ども博物館教室準備（講・実） 

8/1(土) 
午前 子ども博物館教室指導補助（実） 

午後 子ども博物館教室片付け、翌日準備（実）、展示の企画（実） 

8/2(日) 
午前 子ども博物館教室指導補助（実） 

午後 子ども博物館教室片付け、展示の企画（実） 

8/4(火) 
午前 

博物館の収蔵庫（講・実）、民俗資料の取扱い（実） 
午後 

8/5(水) 
午前 

民俗資料の取扱い（実） 
午後 

8/6(木) 
午前 展示制作（実） 

午後 展示制作・発表会（実）、まとめと反省（講） 

   

４ 受入人数 

 ５名程度 

 

５ 申込から実習までの流れ 

(1) 申込 

実習を希望する本人が、以下の必要書類を、申込期間内に郵送または直接来館により提出してくだ

さい。 
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①必要書類 履歴書（市販のもの）、博物館実習調査票（当館指定のもの） 

②書類受付 4月 4日(土)～5月 3日(日)午後 5時まで 

(2) 一次選考（書類選考） 

提出された書類により、受入候補者を選考します。一次選考合格者には原則として二次選考（面接）

を実施します。 

一次選考の結果は 5 月 13 日(水)までに電話等により通知の上、不合格の方には後日文書を送付し

ます。なお、二次選考の詳細については、一次選考通知の際にお知らせします。 

 

(3) 二次選考(面接)  

5月 20日(水)に面接をおこない、実習受入の諾否を決定します。 

↓ 

(4) 所属大学による実習依頼 

実習の受入が内定した方は、所属大学に報告してください。 

大学の実習事務担当部署は、杉並区教育委員会事務局生涯学習推進課長宛の受入依頼文書を当館

に送付してください。大学からの文書の提出をもって受入を受諾します。（文書の書式は各大学所

定のものとします。） 

↓ 

(5) 受入決定通知の送付 

所属大学による実習受入依頼文書の受付後、受入決定通知書を大学宛に送付します。 

 

(6) 日程･予定表などの送付 

受入を決定した学生には 7月中旬までに実習日程、実習予定表などを送付します。 

 

  ※ 選考日や通知日等は予定です。前後する場合や、変更する場合があります。 

 

６ その他 

(1) 実習態度が不適切な学生は、受入を中止します。 

(2) 実習中に事故が生じた場合、その責任は本人及び所属大学が負うものとします。 

(3) 実習実施に伴う傷害保険等は、所属大学において加入してください。 

(4) 実習に際し、実習費および謝金等は一切不要です。 

 

７ お問い合わせ 

  杉並区立郷土博物館（博物館実習担当） 

  〒168-0061 杉並区大宮 1-20-8 

  電話 03-3317-0841／ファクシミリ 03-3317-1493 

  ★問い合わせ等は原則として電話でお願いします。事情によりファクシミリ使用が必要な場合は 

その旨記載の上、送信してください。 


